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地球を守るために わたしたちが
始めましょう

堆肥化したときの
燃やすごみの
減量効果

21年度実績　1日1人当たり524g
↓

たい肥化で1日1人当たり424g（100gの減量）

■補助金額　
　処理機購入代金（消費税込み）の2分の1で、3
万円を限度とします（100円未満切捨て）。
　1世帯当たり1台です。処理機購入後5年を経
過し買い換える場合も申請できます。
　申請は、購入後6カ月以内となって
いますのでご注意ください。
■必要書類
・領収書　　　・メーカーの保証書
・取扱説明書　・印かん（認印可）

■補助金額　
　処理容器購入代金（消費税込み）の2分の1で、
1基につき5,000円を限度とします（100円未満切
捨て）。1世帯当たり2基までです。処理機購入後
5年を経過し買い換える場合も申請できます。
　印かん（認印可）を持参し、次の指定店で
購入してください。
■指定店
ハンズマン菊陽店　☎232－5525
堀金物店　　　　   ☎232－2803

電動式生ごみ処理機設置事業補助金 生ごみ処理容器設置事業補助金

雨を避け、風通しの良い
所に置く

生ごみを入れて混ぜる

環境生活課　ごみ減量推進係問い合わせ ２３２-２１１４ 環境生活課　環境係 ２３２-２１１４問い合わせ

　軽い気持ちでごみを捨てても、その行為は犯罪
となります。実際に不法投棄を行い、検挙された
実例を紹介します。 
例Ａさんは引っ越しに伴い大量のごみが出たので、
知り合いのＢさんに手数料を払い、ごみ処理を依
頼しました。Ｂさんは、ごみの処分や運搬の許可
を受けた業者ではありません（ごみ処理を行う場
合は、法律により市町村長の許可が必要です）。
Ｂさんは、処理を依頼されたごみをごみ処理工場

不法投棄も同じく罰せられます
に持ち込まず、山林に捨ててしまいました。後日
それが発覚し、「廃棄物の処理及び清掃に関する
法律」に違反したとして検挙されました。Ａさん
は参考人として事情聴取を受け、Ｂさんは裁判の
結果、十数万円の罰金刑を科せられました。

　違法な野焼きでも、検挙された事例が少なから
ずあります。環境にやさしい、住み良いまちづく
りにご協力ください。

モニター事業の結果（抜粋）（対象258人　回答率78.3％）
●年齢について
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もったいない！生ごみのリサイクルを始めましょうもったいない！生ごみのリサイクルを始めましょうもったいない！生ごみのリサイクルを始めましょう
循
環
型
社
会
の
構
築
の
た
め
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
不
可
欠
で
す
。

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
「
燃
や
す
ご
み
」
の
約
4
割
は
生
ご
み
で
す
。

生
ご
み
は
有
機
物
の
塊
で
す
。
生
ご
み
の
堆
肥
化
は
、
ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
モ
ニ
タ
ー
事
業
と
し
て
段
ボ
ー
ル
式
コ
ン
ポ
ス
ト
を
使
い
、
た
い
肥
づ
く
り
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
、
生
ご
み
の
減
量
化
と
併
せ
て
た
い
肥
づ
く
り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
回
は
、
子
ど
も
で
も
楽
し
く
取
り
組
め
る
段
ボ
ー
ル
式
コ
ン
ポ
ス
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
環
境
生
活
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

野焼きは禁止されています野焼きは禁止されています野焼きは禁止されています
適
法
な
焼
却
施
設
以
外
で
廃
棄
物（
ご
み
）を
燃
や
す
こ
と
を
「
野
焼
き
」
と
い
い
、「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
野
焼
き
」
に
は
、
地
面
で
直
接
焼
却
を
行
う
場
合
だ
け
で
な
く
、
ド
ラ
ム
缶
、
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
、
素

掘
り
の
穴
、
法
で
定
め
ら
れ
た
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
焼
却
炉
で
の
焼
却
行
為
な
ど
も
含
ま
れ
、
一

般
家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
行
為
は
ほ
と
ん
ど
「
野
焼
き
」
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
段
ボ
ー
ル
式
コ
ン
ポ
ス
ト
の

使
い
方（
通
気
性
の
い
い
段

ボ
ー
ル
箱
で
微
生
物
の
い
る

基
材
を
使
い
ま
す
）

①
生
ご
み
を
入
れ
て
混
ぜ
る
。

虫
除
け
キ
ャ
ッ
プ
を
す
る
。

②
1
日
約
5
0
0
〜
7
0
0
ｇ

の
生
ご
み
を
投
入
で
き
る
。

③
雨
を
避
け
て
風
通
し
の
良
い

所
に
設
置
す
る
。

④
た
い
肥
が
で
き
る
の
に
、
50

〜
60
㎏
の
生
ご
み
を
分
解
す

る（
4
人
家
族
で
約
3
カ
月

投
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
）。

⑤
生
ご
み
の
投
入
を
止
め
て
、

た
い
肥
作
り
を
始
め
る（
熟

成
）。

⑥
熟
成
期
間
は
約
1
カ
月（
水

を
1
週
間
に
1
回
入
れ
、
混

ぜ
る
こ
と
を
４
回
行
う
）。　

⑦
完
熟
た
い
肥
の
完
成（
使
用
・

保
存
）

■
用
意
す
る
も
の

・

段
ボ
ー
ル
箱（
箱
の
断
面
が

二
重
に
な
っ
た
丈
夫
な
も
の
）

　
（
30
㎝×

35
㎝×

高
さ
30
㎝
）

・

段
ボ
ー
ル
の
底
紙

・

基
材（
ピ
ー
ト
モ
ス
15
Ｌ
、

も
み
殻
く
ん
炭
10
Ｌ
）

・

布
キ
ャ
ッ
プ

・

ス
コ
ッ
プ

■
野
焼
き
は
な
ぜ
い
け
な
い
の
？

　

野
焼
き
を
行
う
と
、
そ
の
煙

が
悪
臭
や
大
気
汚
染
の
原
因
と

な
る
た
め
、
周
辺
の
人
た
ち
に

大
変
な
迷
惑
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
野
焼
き
で
は
通
常
焼
却
温

度
が
2
0
0
度
〜
3
0
0
度
程

度
に
し
か
な
ら
な
い
た
め
、
燃

や
す
も
の
に
よ
っ
て
は
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
の
発
生
原
因
に
な
る
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合

は
あ
る
の
？

　

次
の
場
合
な
ど
は
、
例
外
的

に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上

の
行
事
を
行
う
た
め
に
必
要

な
廃
棄
物
の
焼
却
。

例
ど
ん
ど
焼
、
正
月
の
「
し
め

縄
、
門
松
な
ど
」
を
た
く
行

事
。

②
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を

営
む
た
め
に
や
む
を
得
な
い

も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
廃
棄

物
の
焼
却
。

例
稲
わ
ら
の
焼
却
、
焼
き
畑
、

あ
ぜ
の
草
お
よ
び
下
枝
の
焼

却
。

※

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ビ
ニ
ー
ル
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
を
混

ぜ
て
燃
や
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

③
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を

営
む
う
え
で
通
常
行
わ
れ
る

廃
棄
物
の
焼
却
で
あ
っ
て
軽

微
な
も
の
。

例
落
ち
葉
た
き
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
。

※

「
軽
微
」
と
は
、
煙
の
量
や

臭
い
な
ど
が
近
所
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
程
度
の
少
量
の
焼

却
の
こ
と
で
す
。

　

た
だ
し
、
例
外
的
に
認
め
ら

れ
て
い
る
場
合
で
も
野
焼
き
は

必
要
最
小
限
に
と
ど
め
て
く
だ

さ
い
。　　

　

や
む
を
得
ず
行
う
場
合
は
、

風
の
向
き
や
強
さ
、
時
間
帯
、

周
辺
の
環
境
な
ど
に
十
分
配
慮

し
て
焼
却
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
罰
則
は
あ
る
の
？

　

違
反
す
る
野
焼
き
を
行
っ
た

人
に
は
5
年
以
下
の
懲
役
、
一

千
万
円
以
下
の
罰
金
の
い
ず
れ

か
ま
た
は
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま

す（
廃
掃
法
第
25
条
1
項
第
10

号
）。

　

野
焼
き
で
お
困
り
の
場
合
は

環
境
生
活
課
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。


